
公衆電話機のうつりかわり

１９００年（明治33年）
明治33年9月、それまで電信
局・電話局内の電話所だけに
しかなかった公衆電話が、初
めて街頭に進出した。まず、上
野・新橋の両駅構内の2カ所
に設けられ、翌10月には、最初
の屋外用公衆電話ボックスが
京橋のたもとに建てられた。
以後、その数は次第に増え、
明治末には全国で463台を数
えた。当時、｢自働電話｣と呼
ばれていたが、これはアメリカ
の街頭電話に表示されてい
た｢オートマティックテレホン｣を
そのまま直訳したといわれてい
る。
大正14年、自動式の導入を機
会に現在の「公衆電話」に改
められた。

特徴
5銭、10銭と2つの硬貨投入口
があり、料金が落下する途中、
5銭はゴング（チーンという
音）、10銭はらせん状の鐘
（ボーンという音）を鳴らし、料
金投入を交換取扱者に知ら
せた。

１９０３年（明治36年）
共電式交換方式の採用にと
もない、共電式公衆電話機が
登場した。これは、以後昭和
27年頃まで長期にわたり使用
された代表的な公衆電話機
である。
この間、自動交換方式の採用
により、公衆電話機のダイヤル
化が検 討され、昭 和5年、
M-28形自動式公衆電話機5
台をドイツから輸入、これをもと
にSH形自動式公衆電話機55
台が試作された。
東京、大阪等で試験的に使
用されたが、料金収納装置等
に不備な点が多く、公衆電話
の自動化は、ついに戦後に持
ち越された。

特徴
外観は磁石式公衆電話機と
類似しており、交換局を呼び
出す磁石発電機がないので
ハンドルが付いておらず、やや
小型である。

１９５３年（昭和28年）
戦災による電話の破壊、さらに
復興への動きと電話需要の
増大等が相まって電話不足
の悩みは深刻となった。
このようなことから通信機関の
拡張を図る目的で考えられた
のが公衆電話機の店頭設置
であった。
この制度は2種類あり、ひとつ
は｢簡易公衆電話｣で、一般
の加入電話を店頭に出しても
らい公衆の利用に供するもの 
（昭和26年11月施行）、いまひ
とつは電気通信省の電話機
を店頭に置いてもらう｢委託公
衆 電 話｣（昭 和26年12月施
行）である。これらの電話機は
普通の4号電話機が使われ
ていたが、昭和28年8月から
は、よく目立つ赤色に変えられ
た。このうち、委託公衆電話が
後の「赤電話」となった。

特徴
加入者用4号自動式卓上電
話機のきょう体、送受話器及
びコード等を赤色にしたもの。

１９５３年（昭和28年）
戦後、硬貨の流通不足から、
公衆電話料金の収納に紙幣
を使わざるを得なくなり、硬貨
投入口を紙幣用に改造した
共電式公衆電話機が使用さ
れた。
これは、回路的に料金投入と
通話に関連がなく、無料通話
が可能であった。
しかし、昭和28年から10円硬
貨が流通し始めたため、硬貨
による公衆電話機として4号自
動式ボックス公衆電話機が採
用された。これが青電話機の
第1号である。なお、10円玉を
入れる委託公衆電話である
赤ダルマは翌29年11月、新宿
に第1号が設置された。

特徴
青電話には当初｢ボタン付後
払式｣が採用された。これは、
ダイヤルして相手が出たらボタ
ンを押し、10秒以内に10円硬
貨を投入して通話した。しか
し、10秒以内なら無料通話と
なる欠点があった。
＊同系機種
4号自動式委託公衆電話機

１８９０年
電話所において開始
1通話時
（5分以内） 5銭

１９００年
自働電話と称す

1通話25銭以下
（100km以内）の土地と
の市外通話の取扱い

１９０３年

特別加入区域内との通話
　　　　  10銭
その他        5銭

１８９７年 １８９９年

1通話時
（5分以内）
10銭

1通話時
（5分以内）
15銭

１９０６年 １９２４年

1通話
（5分）5銭

市内通話を市外通
話と同様通話時分を
3分制に改めた
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公衆電話ボックスのうつりかわり

１９００年（明治33年）

初めて京橋際に建てられた、公
衆電話ボックス第一号。六角錐
形、白塗りのモダンな建物で｢自
働電話」と呼ばれた。

１９１１年頃（明治末期）

明治末期の赤塗りの六角形ボッ
クス。
全国で200カ所に建てられ、庶民
の電話として活躍した。

１９２７年（昭和2年）

四角形でグレーの昭和初期のボッ
クス。窓も線も細く、しゃれたスタイル
で親しまれた。

１９４５年（昭和20年）

被災地に建てられた組み立てバ
ラック式ボックス。ガラスの節約で窓
は小さく太い格子が入り、暗い感じ
であった。

１９５４年（昭和29年）

初の鋼製ボックスがお目見え。クリー
ム色のボディと赤い屋根から“丹頂
形”と呼ばれた。戦後色を一掃、街
角を彩った。

１９６４年（昭和39年）

東京オリンピック大会会場付近で
試用し、昭和44年から全国的に使
用された組み立て式ボックス。組み
立て、解体が簡単で、四方とも透
明なガラスであり、盗難・いたずら
などの防止に役立っている。

１９８５年（昭和60年）

街の景観になじみやすく、ガラス
以外の部分は、 ライトブラウン、
ダークブラウン、グレーのカラーバ
リエーションに。旧形ボックスよりも
広く、耐震、防暑、遮音、防雨、照
明等に気を配り、使いやすさをさ
らに追求している。

１９９１年（平成3年）

ディジタル公衆電話に接続する携
帯端末操作用大型テーブルを標
準装備し、電話帳ホルダー、腰掛け
等の内装設備も充実。さらに通気
口の拡大や照明のアップ等快適性
をも備えている。
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